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断する場合には，米国精神医学会の精神疾患診断・統計マニュアル（Diagnostic and  
Statistical Manual of Mental Disorders Fifth edition:DSM-5,以下 DSM-5.American  
Psychiatric Association,2013;日本精神神経学会,日本語版用語監修.高橋・大野(監訳), 
染矢ら(訳),2014）の診断基準によって，限局性学習症/限局性学習障害として診断される。 
また，世界保健機関（World Health Organization:WHO）の「疾病及び関連保健問題の国際 
統計分類（International Statistical Classification of Diseases and Related Health  
Problems：ICD）」である ICD-10（ The ICD-10 Classification of Mental and  
Behavioural Disorders: Clinical descriptions and diagnostic guidelines.融ら 
（監訳）, 1993）では，F81 学習［学習能力］の特異的発達障害（Specific developmental  









                                                   
1 学習障害 
  医学領域では，DSM-5 では Specific Learning Disorders(限局性学習症/限局性学習障害），ICD-10 
 では Specific developmental disorders of scholastic skills(学力の特異的発達障害)に該当する。 






































不器用の特性に気づく「チェックリスト」（Check List of obscure disabilities in 
                                                   
3 アセスメント 
  アセスメントには，評価や査定などの意味があるが，ここでは本郷（2008）のいう発達アセスメン 




Preschoolers: CLASP.厚生労働省,2018,以下 CLASP）や LD 児の診断のためのスクリーニン











査（DEVELOPMENTAL TEST OF VISUAL PERCEPTION: Frostig,1961）等がある。これらの検査
は，子どもを直接アセスメントするため，音韻意識や視覚認知等読み書きの習得に必要な
認知能力を一人ひとり正確に把握でき，客観的なデータが得られることが期待できる。 

















                                                   
4 保育者 





















































































































の 95.2%が平仮名清音と撥音を含む 46文字，92.8%が濁音・半濁音を含む 71文字を読むこ
とができることがわかっている。「書き」に関しては，5歳児の 77.8%が 46 文字，71.7%が
71 文字を書くことができると報告されている（島村・三神,1994）。このことから，書きの








図 1 71 文字の範囲での読字数の分布（全体）（島村・三神,1994.FIGURE1） 
 
図 2 71 文字の範囲での書字数の分布（全体）（島村・三神,1994.FIGURE4） 


























論の困難さのうち，少なくとも 1 つ以上が存在し，少なくとも 6 か月間持続していること」
が示されている。ただし，知的能力障害，視力障害，聴力障害，不適切な教育による場合
は除くとしている。 
                                                   
5 handwriting 
  小野瀬（1987）は，Handwriting とは，一般に，手と目の協応動作によって図形や文字を書き手の 










































                                                   












って強く影響を受けることが報告されている（Teale&Shlzby,1986; Whitehurst & 































































 このように子どもが話しことばの中の音に気づくようになるのは 3 歳を過ぎた頃からで
あるが，音を正しく聞き分けられるようになるのは 4 歳後半頃である。5 歳代になると，
単語のまとまりからその中のより小さな単位（音）に気づくことができるようになり，個々
の音を同定できるようになる。音韻分解・抽出の能力は，文字の習得と相互に関連し合い，








唱の能力は，就学前の 1 年で急速にその能力が整い,2拍語・3 拍語の音削除は 6歳前半に，












                                                   
7 逆唱 










  大石（2001）は，読み書きは文字を音に変換する（decoding）と音を文字に変換する（encoding）  















































































































































































                                                   
10 限局性学習症/限局性学習障害の就学前の特徴 




第２章 就学前の読み書きの発達を把握するアセスメントの研究   


























シート（Check List of obscure disabilities in Preschoolers: CLASP,厚生労働省,2018,
以下 CLASP）は，顕在化されにくい発達障害（吃音，チック，発達性協調運動障害,学習障
害のうち発達性読み書き障害）のスクリーニングを目的として作成された観察シートであ
る。CLASP の対象は，5～6 歳児である。CLASP は，保育者や園への巡回指導に関わる人が
















 LD 児診断のためのスクリーニング・テスト（THE PUPIL RATING SCALE REVISED Screening 




社会的活動の 5 領域 24 項目から構成されており 5 段階の尺度でチェックする。その後得
点を算出して，言語性 LD，非言語性 LD13，LD サスペクト児14であるかを評定できる。 
 PRS の特徴は，就学前に実施できる読み書きに関する唯一の標準化された質問紙である
こと，特別な訓練をしなくても実施でき，実施時間が 10 分と短いこと，適応年齢が 5 歳で
あること，LD サスペクト児を診断する上で広く適用できることが挙げられる。 
（３）保育者等が行う行動観察によるアセスメントの利点と課題 
 CLASP や PRS は，保育者等が項目にチェックすることで簡便に実施できるものであり，
                                                   
11 限局性学習症 
  序章と同様。 
12 PRS 
  PRS が開発された 1970 年代，アメリカでは学校に設置された LD の治療教室の中で，LD の専門教育 
 を受けた教師による治療教育が行われるようになった。教育を行うための LD の鑑別診断への関心が 
 高まり，PRS が開発された時代背景がある（森永・隠岐,1992）。 
13 言語性 LD,非言語性 LD 
  PRS では，LD を鑑別する場合，言語性（①聴覚的理解と記憶②話しことば）と非言語性（③オリエ 
 ンテーション④運動能力⑤社会的活動）の 2 つの面から評価することが重要であるとしている。各課 
 題において得点が低いと，言語性 LD あるいは非言語性 LD の特徴をもつと判断することができる。こ 
 れは，言語性の障害を持つものには，社会行動を示さない者がいて，非言語性の障害を持つ者の中に 
 は言語の学習の障害のない者もいることに因る（森永・壱岐,1992）。1990 年代，非言語性 LD は，社 
 会性の問題が中心課題としてあげられており，広汎性発達障害との鑑別が紛らわしい状態であった
（齋藤,2000）。現在は，学習障害の概念が整理されこの用語の使用はみられない。 
14 LD サスペクト児 
  LD を持つものではないかと予想される子どもたちを指す。PRS 開発の時代背景から，PRS で取り扱 

















 LC スケール（Language Communication Scale:言語・コミュニケーションスケール LC
スケール.大伴ら,2005）は，言語・コミュニケーション能力を測定する標準化された検査
で，言語理解，言語表出，コミュニケーションの 3領域に分かれている。この検査の対象




































れていない。検査の実証性の点で，宇野（2003）は，小学 1 年から 6 年に検査を実施し，
各学年における基準値を算出している。さらに，この検査を年長児に実施した結果，認




                                                   
15 RAN 交互課題 
  Rapid Automatized Naming（RAN）を用いた課題である。課題の内容は，数字，アルファベット文 
  字，絵などがマトリクス上に並んだ刺激を左上から右下へ連続的に可能な限りの速さで呼（naming） 
 することを求める課題である。海外の研究では，RAN 課題の成績が読みの習得と関連すると報告され 
 ていて，読み習得の予測因子となっている。 
16 ワーキングメモリ 




   拍ともいう。モーラは，日本語の単語をさらに小さな音のまとまりにわける時の基準として用いられ 
 ている音韻論的単位である。日本語では，音節とモーラという異なる 2 つの単位があり，モーラは長 









り，所要時間は 15 分から 20 分程度である。検査課題は，読み書きの発達や読み書きに必
要な認知能力に関する先行研究を基に音韻意識と「読み」，「書き」の 3 つの領域 45課題
で構成されている。音韻意識課題には，モーラ抽出課題（5つ），モーラ抽出位置課題（3


































３．保育者・保護者と専門家が行う 5 歳児健診におけるスクリーニングによるアセスメン 
  ト 
（１）5 歳児健診 








ている」，「自分の左右がわかる」の 4 つがある。専門家によるアセスメント項目は，5 つ














                                                   
18 軽度発達障害 
  「軽度発達障害に対しる気づきと支援のマニュアル」（厚生労働省,2007）の第１章で定義してい 
 る。「軽度の発達障害として，注意欠陥/多動性障害(ADHD)，学習障害（LD），高機能広汎性発達障害 







































 第三は，アセスメントの有効性についてである。CLASP, PRS と年長児用学習障害スクリ
ーニング検査は，いずれも学習障害児のスクリーニングを目的としたものである。例えば，
CLASP は，5つの項目のうち 1 つ以上当てはまる場合には限局性学習症（LD）19の可能性が
あるとしており，スクリーニングの機能がある。PRSは，言語性・非言語性 LDサスペクト
児の抽出を目的としており，得点の低いものがそれにあてはまるとしている。年長児用学




























                                                   
19 限局性学習症 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 子どもは，一般的に 4 歳頃から文字に興味・関心を持つようになる。発達の過程で，5

















を「自分の名前の読み書き」，「平仮名の読み」の 2領域の計 4 領域に分けて構成した。 
 
１．読み書きの習得の基盤となる能力に関する項目 
 第 1 章で述べたように，“読み書きの習得の基盤となる能力”には，音韻意識や視知覚認
知・視覚－運動能力等がある。これらの能力に関する項目は，専門家が行う個別検査によ
                                                   
20 年長児 
  園での年長児クラス（あるいは 5 歳児クラス）に在籍する子どもを指し，調査当時 5 歳 3 か月から 





























22のことばを素早くさかさまに言える（5 秒以内）」の 3 項目とした。 
（２）視知覚認知・視覚－運動能力 
 読み書きの習得には，文字を正確に捉える力，文字を弁別する力，すなわち視知覚認知
                                                   
21 2 モーラ 
  本文では 2 モーラとし，シート上では保育者がイメージしやすいよう「2 文字のことば」と表記し 
 た。事前の説明の際，2 文字のことばとは，2 つの音から構成される単語，例えば“かさ”“たこ”等 
 が該当すると説明を加えた。3 モーラも同様である。 
22 3 モーラ 



















































字を書けるようになる。高橋（2006）が行った 3 から 5歳の保育園児を対象とした自分の
名前の読み書きに関する課題（自分の名前の選択と書字）の結果から，4歳代後半では 80%
が自分の名前を選択することが可能となる。書きでは，3 歳代では正確に書けたものはお








































 以下の点をふまえて，本研究で新たに作成した観察・確認シートを表 3 に示す。 
 
 


















































 対象は，A 県 B 市 C 幼稚園の年長児 100 名のうち，発達障害の医学的診断名を有してい
る 2 名（いずれも男児）を除いた 98 名（男 57 名,女 41 名），年齢は 69～79 か月（M = 73.5













 回答は，「できる」，「できない」の 2件法とした。 
















分析には，SPSS Statistics25 を用いた。 
 幼稚園シ―トの結果は，「できる=１点」「できない=0点」で点数化した（最高得点 14点，



























①「しりとりをするとすみやかに語を想起できる」では 95名（全体の 96.9%），②「2 文


































 幼稚園シートの結果を点数化して合計点を算出した（図 3）。最高得点は 12 点，最低得
点は 5点であった（M =11.1, SD = 1.2）。内訳は，12点（満点）が 47名（48.0%）であり,
ついで 11点が 29名（29.6%）であり，上位の合計点を示したものは全体の 77%であり，最
低得点の 5 点は 1名が該当した。 
 各領域の結果では，“読み書きの習得の基盤となる能力”の音韻意識の 3 項目は,3点 
（満点）が 58 名（59.2%）で 0点が１名（1.0%）であった。視知覚認知・視覚－運動能力
の 3 項目では，3 点（満点）が 74 名（75.6%），2 点が 22 名（22.4%），1 点が 2 名（2.0%）
であった。次に，“読み書きの習得の程度”の自分の名前の読み書きに関する 4 項目では，
4 点（満点）が 95 名（96.9%），3 点が 3 名（3.1%）であった。そして，平仮名の読みの 2
項目では，2 点（満点）が 89 名（90.8%），1 点が 9名（9.2%）であった。 
 以上より，幼稚園シートの特徴は，幼稚園シート全 12 項目のうち，対象児全員が「でき






① しりとりをするとすみやかに語を想起できる 95( 96.9)  3( 3.1)
② 2文字のことばを素早くさかさまに言える（3秒以内） 89( 90.8)  9( 9.2)
③ 3文字のことばを素早くさかさまに言える（5秒以内）　 60( 61.2) 38(38.8)
④ まねて三角形が描ける 98(100.0) 0
⑤ まねて菱形が描ける　　 92( 93.9)   6( 6.1)
⑥ 簡単な図形の左右が見分けられる  78( 79.6)  20(20.4)
⑦ 自分の名前を音読することができる 98(100.0) 0
⑧ ひらがなで書かれた自分の名前が，自分のものだとわかる 98(100.0) 0
⑨ 自分の名前の中の字がいくつか書ける 98(100.0) 0
⑩ 自分の名前を正しくひらがなで書くことができる 95( 96.9)  3( 3.1)
⑪ 名前以外の文字もいくつか拾い読みすることができる 96( 98.0)  2( 0.2)























  図 4 幼稚園シート合計点の結果      図 5 幼稚園シート合計点の結果 




  図 6 幼稚園シート合計点の結果      図 7 幼稚園シート合計点の結果 






 個別検査の結果を図 8～16 に示す。個別検査は，音韻意識，読み，書きの大項目に分か
れているため，3 つの大項目に分けて記載する。検査課題で問題数が複数あるものは，合
計の正答数を算出した。 
 利き手は，右手 93 名（94.9%），左手 5 名（5.1%）であった。 
（１）音韻意識に関する課題 
 ア）mora 抽出課題では，合計正答数の平均は 4.6/5 問（SD = .93）で，82名（全体の
83.7%）が全問正答した（図 8）。イ）mora 抽出位置課題では，合計正答数の平均は 2.6/3
問（SD = .7）で，77 名（78.6%）が全問正答した（図 9）。ウ)-1単語音削除 2モ―ラ課題
では，合計正答数の平均は 3.7/4 問（SD = .8）で 85名（86.7%）が全問正答したが，ウ)-
2 単語音削除 3 モ―ラ課題では 4.6/6 問(SD = 1.9)で 50名（50.0%）が全問正答した（図
10,11）。エ)-1 単語逆唱 2モ―ラ課題では，合計正答数の平均は 4.7/5 問（SD = .6）で
82 名（83.7%） が全問正答したが，エ)-2 単語逆唱 3 モ―ラ課題では平均 3/5 問(SD = 1.7)
で全体の 26 名（26.5%）のみ全問正答であった（図 12,13）。ウ）単語音削除課題とエ）単
語逆唱課題では，いずれも 3 モ―ラよりも 2 モ―ラの方が全問正答の割合が高く，3 モー
ラ課題の方が結果にばらつきがみられた。 
  
    図 8 幼稚園個別検査           図 9 幼稚園個別検査 
    ア）mora 抽出課題正答合計数       イ）mora 抽出位置課題正答合計数 
  
    図 10-1 幼稚園個別検査          図 10-2 幼稚園個別検査 
ウ)-1 単語音削除 2 モ―ラ課題正答合計数  ウ)-2 単語音削除 3 モ―ラ課題正答合計数 
42 
  
    図 11-1 幼稚園個別検査          図 11-2 幼稚園個別検査 





かな文字 1 音の音読課題は，全問正答（10 点）が 93名（94.9%）で，対象児のほとん
どが全問正答し，9 点が 4名（4.1%）であった。その他の 1 名（1.0%）は 1点であった。
短文の音読課題は，カ)-1清音を含む短文の音読では 97 名（98.9%），カ)-2 濁音・半濁
音を含む短文の音読では 87名（88.8%），カ)-3 促音を含む短文の音読では 84名
（85.7%），カ)-4 拗音を含む短文の音読では 77 名（78.6%），カ)-5 助詞を含む短文の音
読は 86 名（87.8%）が正しく音読できた。カ)-4 拗音を含む短文の音読以外の項目で，対
象児の 80%以上が正答した（図 12）。 
 
 






 図形の模写では，三角形の模写課題は 96 名（97.9%），菱形の模写課題は 83名（84.6%）
が正答しており,三角形の模写は対象児のほとんどができていた。 
 自分の名前の書字課題では 89 名（90.8%）が正しく書くことができていた（図 13）。 
 
 





下,SS）を算出した。図 14-1，図 14-2 は各課題の評価点における人数の分布である。SS10
が年齢の平均である。 
 
図 14-1 幼稚園個別検査 フロスティッグ視知覚発達検査 
キ）Ⅳ．空間における位置の結果 
                                                   
24 評価点（Scale Scores,;SS） 









 個別検査では，ア）mora 抽出課題，ウ)-1 単語音削除 2 モーラ課題，エ)-1 単語逆唱 2
















ない=0 点」の 2 群に分けた。  
                                                   
25 カットオフ値 






幼稚園シートの音韻意識の 3 項目と個別検査の音韻意識に関する 6課題（ア）mora 抽出
課題，イ）mora 抽出位置課題，ウ)-1 単語音削除 2モ―ラ課題，ウ)-2 単語音削除 3 モ―
ラ課題，エ)-1 単語逆唱 2モ―ラ課題，エ)-2 単語逆唱 3 モ―ラ課題）との一致率を算出
し，結果を表 5 に示した。 
 ①「しりとりをするとすみやかに語を想起できる」と個別検査の 6 課題の結果との一致
率は，4 課題で概ね 80%以上の高い値を示した。一方，ウ)-2 単語削除 3 モ―ラ課題とエ)-
2 単語逆唱 3 モーラ課題の各 3モーラの課題では 75.5%，78.6%であった。②「2文字のこ
とばを素早くさかさまに言うことができる」とエ)-1 単語逆唱 2 モ―ラ課題では 80.7%で
あった。同様に，③「3 文字のことばを素早くさかさまに言うことができる」とエ)-2 単
語逆唱 3 モ―ラ課題では 68.4%であった。その他の 5 項目においても 70%を超える値を示
した課題はなく，②の 2 文字のさかさことばの項目に比し低い一致率を示した。 
 






 幼稚園シ―トの視知覚認知・視覚－運動能力の 3項目と個別検査の書きに関する 4 課題
（キ）空間における位置課題，ク）空間関係課題，ケ）三角形の模写課題，コ）菱形の模
写課題）の結果について一致率を算出し，結果を表 6 に示した。 
N=98
できる できない できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
95(96.9) 3（ 3.1） 89（90.8） 9（9.2） 60（61.2） 38（38.8）
ア）mora抽出課題 できる 79(80.6) 3( 3.1) 78(79.6) 4( 4.1) 53(54.1) 29(29.6)
できない 16(16.3) 0( 0.0) 11(11.2) 5( 5.1) 7( 7.1) 9( 9.2)
イ）mora抽出位置課題 できる 85(86.7) 2( 2.0) 82(83.7) 5( 5.1) 56(57.2) 31(31.6)
できない 10(10.2) 1( 1.0) 7( 7.1) 4( 4.1) 4( 4.1) 7( 7.1)
ウ)-1 単語音削除2モーラ課題 できる 82(86.7) 3( 3.1) 79(80.6) 6( 6.1) 52(53.1) 33(33.6)
できない 13(13.3) 0( 0.0) 10(10.2) 3( 3.1) 8( 8.2) 5( 5.1)
ウ)-2 単語音削除3モーラ課題 できる 74(75.5) 3( 3.1) 74(75.5) 3( 3.1) 53(54.1) 24(24.5)
できない 21(21.4) 0( 0.0) 15(15.3) 6( 6.1) 7( 7.1) 14(14.3)
エ)-1 単語逆唱2モーラ課題 できる 80(81.6) 2( 2.0) 76(77.6) 6( 6.1) 52(53.1) 30(30.6)
できない 15(15.3) 1( 1.0) 13(13.3) 3( 3.1) 8( 8.2) 8( 8.2)
エ)-2 単語逆唱3モーラ課題 できる 76(77.6) 2( 2.0) 76(77.6) 2( 2.0) 54(55.1) 24(24.5)














































できる できない できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
98 (100) 0( 0.0) 92(93.9) 6(6.1) 78(79.6) 20(20.4)
キ）空間における位置課題 できる 75(76.5) 0（ 0.0) 70(71.4) 5( 5.1) 61(62.3) 14(14.3)
できない 23(23.5) 0（ 0.0) 22(22.4) 1( 1.0) 17( 7.2) 6( 6.1)
ク）空間関係課題 できる 83(84.7) 0（ 0.0) 79(80.5) 4( 4.1) 67(68.4) 16(16.3)
できない 15(15.3) 0（ 0.0) 13(3.1) 2( 2.0) 11(11.2) 4( 4.1)
ケ）三角形の模写課題 できる 96(98.0) 0（ 0.0) 91(92.9) 5( 5.1) 77(78.6) 19(19.4)
できない 2( 2.0) 0（ 0.0) 1( 1.0) 1( 1.0) 1( 1.0) 1( 1.0)
コ）菱形の模写課題 できる 83(84.7) 0（ 0.0) 80(81.6) 3( 3.1) 68(69.4) 15(15.3)
























個別検査の各課題の結果の一致率を算出した。その結果を表 7-2,7-3,7-4 に示した。 
 自分の名前の読みに関する 2項目では，⑦「自分の名前を音読することができる」と個
別検査の音韻意識に関する上述の 6 課題との一致率は，ア）mora 抽出課題で 99.0%と最も
高い値を示し，ウ）-1 単語音削除 2 モーラ課題とエ）-1単語逆唱 2 モーラ課題で 80%を下
回った（表 7-2）。次に，個別検査の短文の音読に関する課題との一致率は，オ）かな文字
1 音の音読課題とカ)-1 清音を含む短文の音読課題で 99.0%と最も高い値を示した（表 7-
3）。 
 




できる できない できる できない できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
98 (100) 0( 0.0) 98 (100) 0( 0.0) 98 (100) 0( 0.0) 95(96.9) 3(3.1)
サ）名前の書字 できる 89(90.8) 0(　0.0) 89(90.8) 0(　0.0) 89(90.8) 0(　0.0) 88(89.8) 1( 1.0)
























できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
98(100) 0( 0.0) 98(100) 0( 0.0)
ア）mora抽出課題 できる 97(99.0) 0( 0.0) 97(99.0) 0( 0.0)
できない  1( 1.0) 0( 0.0)  1( 1.0) 0( 0.0)
イ）mora抽出位置課題 できる 85(86.7) 0( 0.0) 85(86.7) 0( 0.0)
できない 13(13.3) 0( 0.0) 13(13.3) 0( 0.0)
ウ)-1 単語音削除2モーラ課題 できる 77(78.6) 0( 0.0) 77(78.6) 0( 0.0)
できない 21(21.4) 0( 0.0) 21(21.4) 0( 0.0)
ウ)-2 単語音削除3モーラ課題 できる 82(83.7) 0( 0.0) 82(83.7) 0( 0.0)
できない 16(16.3) 0( 0.0) 16(16.3) 0( 0.0)
エ)-1 単語逆唱2モーラ課題 できる 78(79.6) 0( 0.0) 78(79.6) 0( 0.0)
できない 20(20.4) 0( 0.0) 20(20.4) 0( 0.0)
エ)-2 単語逆唱3モーラ課題 できる 82(83.7) 0( 0.0) 82(83.7) 0( 0.0)





































できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
98(100) 0( 0.0) 98(100) 0( 0.0)
オ）かな文字１音の音読課題 できる 97(96.9) 0( 0.0) 91(92.9) 0( 0.0)
できない 1( 1.0) 0( 0.0) 0( 0.0) 0( 0.0)
カ)-1 清音を含む短文の できる 97(96.9) 0( 0.0) 91(92.9) 0( 0.0)
      音読課題 できない 1( 1.0) 0( 0.0) 0( 0.0) 0( 0.0)
できる 87(86.7) 0( 0.0) 84(85.7) 0( 0.0)
できない 11(11.2) 0( 0.0) 7( 7.1) 0( 0.0)
カ)-3 促音を含む短文の できる 84(86.7) 0( 0.0) 82(86.7) 0( 0.0)
　　　音読課題 できない 14(14.3) 0( 0.0) 9( 9.2) 0( 0.0)
カ)-4 拗音を含む短文の できる 77(76.6) 0( 0.0) 75(76.6) 0( 0.0)
　　　音読課題 できない 21(21.4) 0( 0.0) 16(16.4) 0( 0.0)
カ)-5 助詞を含む短文の できる 86(85.7) 0( 0.0) 82(86.7) 0( 0.0)



















できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
98(100) 0( 0.0) 95(96.9) 3(3.1)
キ）空間における位置課題 できる 75(76.5) 0( 0.0) 74(75.6) 1( 1.0)
できない 23(23.5) 0( 0.0) 21(21.4) 2( 2.0)
ク）空間関係課題 できる 83(84.7) 0( 0.0) 81(82.7) 2( 2.0)
できない 15(15.3) 0( 0.0) 14(14.3) 1( 1.0)
ケ）三角形の模写課題 できる 96(98.0) 0( 0.0) 94(95.9) 2( 2.0)
できない 2( 2.0) 0( 0.0) 1( 1.0) 1( 1.0)
コ）菱形の模写課題 できる 83(84.7) 0( 0.0) 81(82.7) 2( 2.0)






















題では 89.8%，カ)-4拗音を含む短文の音読課題では 81.7%と高い値を示した。 
 






関する上述の 6 課題の結果との一致率を算出し，結果を表 7-2に示した。 
⑪「名前以外の文字をいくつか拾い読みすることができる」では，ア）mora 抽出課題，
イ）mora 抽出位置課題，ウ)-1 単語音削除 2 モーラ課題，エ)-1 単語逆唱 2モーラ課題の
4 課題との一致率は，80%以上の高い値を示し，ウ)-2 単語音削除 3 モーラ課題，エ)-2 単
語逆唱 3 モーラ課題で 77.6%であった。次に，⑫「濁音や拗音があってもすらすら読める」




できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
96(98.0) 2(0.2) 91(92.9) 7(7.1)
オ）かな文字１音の音読課題 できる 95(96.9) 2( 2.0) 91(92.9) 6( 6.1)
できない 1( 1.0) 0( 0.0) 0( 0.0) 1( 1.0)
カ)-1 清音を含む短文の音読課題 できる 95(96.9) 2( 2.0) 91(92.9) 6( 6.1)
できない 1( 1.0) 0( 0.0) 0( 0.0) 1( 1.0)
できる 85(86.7) 2( 2.0) 84(85.7) 3( 3.1)
できない 11(11.2) 0( 0.0) 7( 7.1) 4( 4.1)
カ)-3 促音を含む短文の音読課題 できる 82(86.7) 2( 2.0) 82(86.7) 2( 2.0)
できない 14(14.3) 0( 0.0) 9( 9.2) 5( 5.1)
カ)-4 拗音を含む短文の音読課題 できる 75(76.6) 2( 2.0) 75(76.6) 2( 2.0)
できない 21(21.4) 0( 0.0) 16(16.4) 5( 5.1)
カ)-5 助詞を含む短文の音読課題 できる 84(85.7) 2( 2.0) 82(86.7) 4( 4.1)




























の結果，98 名中 4名（全体の 4.1%）が該当した。その 4名を分析対象とし，幼稚園シー
トの結果と個別検査の結果を表 9,10 に示した。 
 幼稚園シートの結果，音韻意識の 2項目②「2 文字のことばを素早くさかさまに言え







                                                   
26 -2 標準偏差(SD ) 
  読み書きの習得の遅れを評価する先行研究では，平均値-1.5SD や平均値-2SD を基準として用いられ 
 ている（金子ら,2004;橋本ら,2008;春原ら,2011）ものや課題の得点が健常値比較で＋2SD 以上の乖離 
  を示したものを「異常」と判断している（北ら,2010）ものもある。カットオフ値を低く設定すると， 
 リスクを見逃す危険性は少なくなるが，逆に偽陽性と判定する可能性が高くなるとする（福武,1999） 
 から，-2SD の値を取り挙げた。 
N=98
できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
96(98.0) 2(0.2) 91(92.9) 7(7.1)
ア）mora抽出課題 できる 80(81.6) 2( 2.0) 79(80.5) 3( 3.1)
できない 16(16.4) 0( 0.0) 12(12.3) 4( 4.1)
イ）mora抽出位置課題 できる 85(86.7) 2( 2.0) 85(86.7) 2( 2.0)
できない 11(11.2) 0( 0.0) 6( 6.1) 5( 5.1)
ウ)-1 単語音削除2モーラ課題 できる 84(85.7) 1( 1.0) 81(82.7) 4( 4.1)
できない 12(12.3) 1( 1.0) 4( 4.1) 3( 3.1)
ウ)-2 単語音削除3モーラ課題 できる 76(77.6) 1( 1.0) 74(75.5) 3( 3.1)
できない 20(20.4) 1( 1.0) 17(17.3) 4( 4.1)
エ)-1 単語逆唱2モーラ課題 できる 80(81.6) 2( 2.0) 79(80.5) 3( 3.1)
できない 16(16.4) 0( 0.0) 12(12.3) 4( 4.1)
エ)-2 単語逆唱3モーラ課題 できる 76(77.6) 2( 2.0) 76(77.6) 2( 2.0)



















 個別検査の結果，音韻意識に関する課題のエ)-2 単語逆唱 3 モーラ課題と読みに関する




























 以上のことより，幼稚園シートの合計点が平均より低かった 4 名に注目して分析した結
果，「読み書き」の両方の結果に特徴が見られた 1 名と「読み」に関する結果に特徴が見
られた 2 名，上記の特徴には当てはまらないものの類似した結果を示したものが 1 名抽出
された。 
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表 9 幼稚園シート合計が低得点であった 4 名の結果  
 
 

























23 男 左 1 0 0 1 1 0
87 男 左 0 0 0 1 0 0
90 女 左 1 0 0 1 0 1

























23 男 左 1 1 1 1 1 0 8
87 男 左 1 1 1 0 1 0 5
90 女 左 1 1 1 0 1 1 8
































23 男 左 3 1 0 0 5 0
87 男 左 5 1 4 4 4 0
90 女 左 3 1 4 2 4 0























23 男 左 9 1 0 0 0 0
87 男 左 10 1 0 0 0 0
90 女 左 10 1 1 0 0 1




利き手 キ）空間関係SS ク）空間位置SS ケ）三角形模写 コ）菱形模写 サ）名前書字
23 男 左 12 10 1 1 1
87 男 左 11 9 0 0 0
90 女 左 10 11 1 1 0
92 男 左 10 12 1 1 0

















言える」と個別検査の音韻意識に関する 4課題（ア）mora 抽出課題，イ）mora 抽出位置課













や 2モーラの逆唱は 5歳後半で獲得されることが先行研究（無藤,1986;高橋,1997;原 2003）
で示されており，今回の音韻意識に関する項目の結果でも改めて明らかにすることできた。
図形の模写では，知能検査における三角形の模写の通過基準が 5 歳，菱形の模写は 6 歳で
ある（田中教育研究所,1987）と示されている。そして，名前の読み書きに関して，4 歳後
半の子どもの 80%が自分の名前を正しく選択できることや 5 歳の子どもの 90%が自分の名
前を正確に書くことができる（高橋,2006）ことが示されている。そして，平仮名の読みで







目③「3 文字のことばを素早くさかさまに言える」とエ)-2 単語逆唱 3 モーラ課題との一
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































どもと評価データで不備があったものを除いた 416名（男 201 名,女 215 名）である。年齢

























































ネス検査の詳細は，第 3 章で述べた。 
実施方法と結果の算出方法は，調査Ⅰと同様である。 





分析には，SPSS Statistics25 を用いた。 
 保育所シートの結果は，「できる・する＝1 点」，「できない・しない＝0 点」で点数化し




































































ても読むことができますか」では 284 名（68.3%）であった。 
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 保育所シートの結果を点数化して合計点を算出した（図 15）。最高得点は 14 点，最低得
点は 0点であった（M = 10.5:SD = 3.2）。内訳は，14点（満点）が 103 名（24.8%），13点
が 46 名（11.1%）で，最低得点は，0 点で 2 名（0.5%），1 点が 3 名（0.7%）であった。 
 各領域の結果，“読み書きの習得の基盤となる能力”の音韻意識の 3 項目では，3点（満
点）が 206 名（49.5%），0点が 57 名（13.7%）であった（図 16）。視知覚認知・視覚－運動
能力の 5 項目では，5 点（満点）が 138 名（33.2%），0 点 13 名（3.1%）であった（図 17）。
“読み書きの習得の程度”の自分の名前の読み書きの 4 項目では，4 点（満点）が 255 名
（61.3%），0 点が 4 名（1.0%）であった（図 18）。平仮名読みの 2 項目では，2 点（満点）
が 284 名（68.3%），0点が 36 名（8.7%）であった（図 19）。 






① 階段等で「グリコ」などの音数遊びをしますか 250（60.1） 166（33.9）
② 3文字程度のことばをさかさにして遊びますか 249（59.9） 167（40.1）
③ しりとりをするとすみやかに語を想起できますか 332（79.8）  84（20.2）
④ 日常の生活の中で目にする文字に興味を持って書こうとしますか 312（75.0） 104（25.0）
⑤ まねて三角形が描けますか 385（92.5）  31（ 7.5）
⑥ まねて菱形が描けますか 263（63.2） 153（36.8）
⑦ 左右がわかりますか 301（72.4） 115（27.6）
⑧ 左右を間違えずにお遊戯ができますか 198（47.6） 218（52.4）
⑨ 自分の名前を音読することができますか 409（98.3）   7（ 1.7）
⑩ 自分の所有物など，文字を読んだだけで自分のものだとわかりますか 408（98.1）   8（ 1.9）
⑪ 自分の名前の中の文字をいくつか書くことができますか 359（96.3）  57（13.7）
⑫ 自分の名前を正しくひらがなで書くことができますか 256（61.5） 160（38.5）
平仮名の読み ⑬ 名前以外の文字をいくつか読むことができますか 380（91.3）  36（ 8.7）























   図 16 保育所シート合計点の結果     図 17 保育所シート合計点の結果 




   図 18 保育所シート合計点の結果     図 19 保育所シート合計点の結果 




 個別検査の結果を図 20～29 に示す。結果の記載方法は，調査Ⅰと同様である。 
利き手は，右手 381 名（91.6%），左手 35 名（8.4%）であった。 
（１）音韻意識に関する課題 
ア）mora 抽出課題では，合計正答数の平均は 4.6/5 問（SD = .9）で，310 名（74.5%）
が全問正答した（図 20）。イ）mora 抽出位置課題では，2.5/3 問（SD = .7）で，272 名
（65.4%）が全問正答した（図 21）。ウ)-1 単語音削除 2モーラ課題では，合計正答数の平
均は 3.1/4 問（SD = 1.3）で，267 名（64.2%）が全問正答であった（図 22-1）。ウ)-2 単
語音削除 3 モーラ課題では，平均 3.4/6 問（SD = 2.3）であり，115 名（27.6%）が全問正
答した，一方では，96 名（23.1%）が全問不正答であった（図 22-2）。エ)-1 単語逆唱 2 モ
ーラ課題では，合計正答数の平均は，4.2/5 問（SD = 1.5）で，313 名（75.2%）が全問正
答であった（図 23-1）。エ)-2 単語逆唱 3 モーラ課題は，1.9/5 問（SD = 1.8）で，45 名
（10.9%）が全問正答であったが，153 名（36.8%）が全問不正答となり，全問不正答の割合




     図 20 保育所個別検査          図 21 保育所個別検査 





     図 22-1 保育所個別検査         図 22-2 保育所個別検査 
ウ)-1 単語音削除 2 モーラ課題正答合計数    ウ)-2 単語音削除 3 モーラ課題正答合計数 
 
          
          図 23-1 保育所個別検査         図 23-2 保育所個別検査 




 かな文字 1 音の音読課題は，326 名（78.4%）が全問正答であった。一方，文字を一つも
音読できない，つまり正答数 0個は 15名（3.6%）であった（図 24）。 
 短文の音読課題では，カ)-1 清音を含む短文の音読課題では 358 名（86.1%），カ)-2 濁
音・半濁音を含む音読課題では，301 名（72.3%），カ)-3 促音を含む音読課題では 275 名
（66.1%），カ)-4 拗音を含む音読課題は 238 名（57.2%），カ)-5 助詞を含む短文の音読は




図 24 保育所個別検査 ひらがな１文字の音読合計正答数 
  
 




  図形模写に関する，ケ）三角形の模写課題では 362 名（87.5%），コ）菱形の模写課題で
は 277 名（66.6%）が正答であった。 
 サ）名前の書字では，236 名（56.7%）が正答であった（図 26）。 
 
69 
図 26   保育所個別検査 ケ)三角形の模写,コ)菱形の模写,サ)名前の書字課題の結果 
 次に，フロスティッグ視知覚発達検査のキ）Ⅳ.空間における位置，ク）Ⅴ.空間関係は，
調査Ⅰと同様，評価点（以下,SS）を算出した（図 27-1,図 27-2）。年齢の平均，つまり SS10




図 27-1 保育所個別検査 フロスティッグ視知覚検査 
キ）Ⅳ．空間における位置の結果 
 




 個別検査では，カ)-1 清音を含む短文の音読とケ）三角形の模写課題では対象児の 80%
以上が正答した。ア）mora 抽出課題，エ)-1 単語逆唱 2モーラ課題，オ）かな文字１音
の音読課題では，対象児の 70%以上が全問正答であった。一方，ウ)-2 単語音削除 3 モー









 保育所シートの音韻意識の 3項目と個別検査の音韻意識に関する 6 課題（ア）mora 抽
出課題，イ）mora 抽出位置課題，ウ)-1 単語音削除 2 モーラ課題，ウ)-2 単語音削除 3
モーラ課題，エ)-1 単語逆唱 2モーラ課題，エ)-2 単語逆唱 3 モーラ課題）との一致率を
算出し，結果を表 14に示した。 
 ①「階段等で「グリコ」などの音数遊びをしますか」と個別検査 6 課題との一致率は，
ア）mora 抽出課題で 60.1%であり，他の課題も 60%前後であった。②「3文字程度のこと
ばをさかさにして遊びますか」とエ)-2 単語逆唱 3 モーラ課題では 258 名（62.0%）であ
った。③「しりとりをするとすみやかに語を想起できますか」では，いずれの課題も 70%
を上回っており，他の 2 項目に比し,高い一致率を示した。 
 








できる できない できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
250人(60.1) 166人(33.9) 249人(59.9) 167人(40.1) 332人(79.8) 84人(20.2)
ア）mora抽出課題 できる 234(56.3) 150(36.1) 234(56.3) 150(36.1) 312(75.0) 72(17.3)
できない  16( 3.8)  16( 3.8)  15( 3.6)  17( 4.0)  20( 4.8) 12( 2.9)
イ）mora抽出位置課題 できる 224(53.8) 146(35.1) 228(54.8) 142(34.1) 304(73.1) 66(15.9)
できない  26( 6.3)  20( 4.8)  21( 5.1)  25( 6.0)  28( 6.7) 18( 4.3)
ウ)-1 単語音削除2モーラ課題 できる 197(47.4) 118(28.4) 201(48.3) 114(27.4) 271(65.1) 44(10.6)
できない  53(12.7)  48(11.5)  48(11.6)  53(12.7)  61(14.7) 40( 9.6)
ウ)-2 単語音削除3モーラ課題 できる 195(46.9) 110(26.4) 200(48.1) 105(25.2) 271(65.1) 34( 8.2)
できない  55(13.2)  56(13.5)  49(11.8)  62(14.9)  61(14.7) 50(12.0)
エ)-1 単語逆唱2モーラ課題 できる 202(48.5) 111(26.8) 207(49.8) 106(25.5) 271(65.1) 42(10.1)
できない 48(11.5)  55(13.2)  42(10.1)  61(14.6)  61(14.7) 42(10.1)
エ)-2 単語逆唱3モーラ課題 できる 169(40.6)  94(22.6) 177(42.5)  86(20.7) 236(56.7) 27( 6.5)

















































できる できない できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
312人(75.0) 104人(25.0) 385人(92.5) 31人(7.5) 263人(63.2) 153人(36.8)
キ）空間における位置課題 できる 270(64.9) 78(18.8) 329(79.1) 19( 4.6) 234(56.3) 114(27.4)
できない  42(10.1) 26( 6.3)  56(13.5) 12( 2.9)  29( 7.0)  39( 9.4)
ク）空間関係課題 できる 282(67.8) 76(18.3) 343(82.5) 15( 3.6) 250(60.1) 108(26.0)
できない  30( 7.2) 28( 6.7)  42(10.1) 16( 3.8)  13( 3.1)  45(10.8)
ケ）三角形の模写課題 できる 287(69.0) 75(18.0) 348(83.7) 14( 3.4) 246(59.1) 116(27.9)
できない  25( 6.0) 29( 7.0)  37( 8.8) 17( 4.1)  17( 4.1)  37( 8.9)
コ）菱形の模写課題 できる 235(56.5) 42(10.1) 269(64.7)  8( 1.9) 206(49.5)  71(17.1)



























読みに関する 2 項目との一致率は，いずれも 60%を下回った。 
 
 






できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
301人(72.4) 115人(27.6) 198人(47.6) 218人(52.4)
キ）空間における位置課題 できる 263(63.2) 85(20.4) 180(43.3) 168(40.4)
できない  38( 9.1) 30( 7.2)  18( 4.3)  50(12.0)
ク）空間関係課題 できる 270(64.9) 88(21.2) 183(44.0) 175(42.1)
できない  31( 7.5) 27( 6.5)  15( 3.6)  43(10.3)
ケ）三角形の模写課題 できる 271(65.1) 91(21.9) 183(44.0) 179(43.0)
できない  30( 7.2) 24( 5.8)  15( 3.6)  39( 9.4)
コ）菱形の模写課題 できる 217(52.2) 60(14.4) 146(35.1) 131(31.5)
















できる できない できる できない できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
409（98.3） 7( 1.7) 408（98.1） 8（　1.9） 359人(96.3) 57人(13.7) 256人(61.5) 160人(38.5)
サ）名前の書字 できる 236(56.7) 0( 0.0) 236(56.7) 0( 0.0) 221(53.1) 15( 3.6) 174(41.8) 62(14.9)






















の結果の一致率を算出し，表 16-2,16-3,16-4 に示した。 
 自分の名前の読みに関する 2 項目と個別検査の音韻意識に関する 6 課題では，2 項目と
もア）mora 抽出課題との一致率は 90%以上であり，イ）mora 抽出位置課題では，約 88%と
高い値を示した。その他 4つの課題は，63.4%から 77.6%と値に幅が見られた。そして，読
みに関する 6 課題（オ）かな文字 1 音の音読課題，カ）（清音，濁音・半濁音，促音，拗音，
助詞）を含む短文の音読課題）との一致率は，カ)-1 清音を含む短文の音読課題では 86.6%
と 86.3%あったが，それ以外の短文の音読課題では結果にばらつきが見られた。 















できる(%） できない(%） できる(%） できない(%）
409（98.3） 7( 1.7) 408（98.1) 8（1.9)
ア)mora抽出課題 できる 379(91.1) 5( 1.2) 378(90.9) 6( 0.7)
できない  30( 7.2) 2( 0.5)   30(7.2) 2( 0.3)
イ)mora抽出位置課題 できる 366(88.0) 4( 1.0) 364(87.5) 6( 0.7)
できない  43(10.3) 3( 0.7)  44(10.6) 2( 0.3)
ウ)-1単語音削除2モーラ課題 できる 315(75.7) 0( 0.0) 312(75.0) 3( 0.4)
できない  94(22.6) 7( 1.7)  96(23.1) 5( 0.6)
ウ)-2単語音削除3モーラ課題 できる 303(74.1) 2( 0.5) 303(74.3) 2( 0.3)
できない 106(25.9) 5( 1.2) 105(25.7) 6( 0.7)
エ)-1単語逆唱2モーラ課題 できる 303(72.8) 0( 0.0) 311(74.8) 2( 0.3)
できない 106(25.5) 7( 1.7)  97(23.3) 6( 0.7)
エ)-2単語逆唱3モーラ課題 できる 263(64.3) 0( 0.0) 261(62.7) 2( 0.3)






























できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
409（98.3） 7( 1.7) 408（98.1) 8（1.9)
オ）かな文字１音の音読課題 できる 313(75.2) 1( 0.2) 354(85.1) 3( 0.7)
できない  96(23.1) 6( 1.4)  54(13.0) 5( 1.2)
カ)-1 清音を含む短文の音読課題 できる 356(85.6) 2( 0.5) 354(85.1) 4( 1.0)
できない  53(12.7) 5( 1.2)  54(13.0) 4( 1.0)
できる 237(57.0) 1( 0.2) 236(56.7) 2( 0.5)
できない 172(41.3) 6( 1.4) 136(32.7) 6( 1.4)
カ)-3 促音を含む短文の音読課題 できる 273(65.6) 2( 0.5) 272(65.4) 3( 0.7)
できない 136(32.7) 5( 1.2) 109(26.2) 5( 1.2)
カ)-4 拗音を含む短文の音読課題 できる 300(72.1) 1( 0.2) 299(71.9) 2( 0.5)
できない 109(26.2) 6( 1.4) 109(26.2) 6( 1.4)
カ)-5 助詞を含む短文の音読課題 できる 253(60.8) 1( 0.2) 252(60.6) 2( 0.5)





















できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
359(96.3) 57(13.7) 256(61.5) 160(38.5)
キ）空間における位置課題 できる 311(74.8) 37( 8.9) 224(53.8) 124(29.8)
できない  48(11.5) 20( 4.8)  32( 7.7)  36( 8.7)
ク）空間関係課題 できる 317(76.2) 41( 9.9) 235(56.5) 123(29.6)
できない  42(10.1) 16( 3.8)  21( 5.0)  37( 8.9)
ケ）三角形の模写課題 できる 324(77.9) 38( 9.1) 242(58.2) 120(28.8)
できない  35( 8.4) 19( 4.6)  14( 3.4)  40( 9.6)
コ）菱形の模写課題 できる 255(61.3) 22( 5.3) 203(48.8)  74(17.8)

















 平仮名読みの 2項目と個別検査の読みに関する上述の 6 課題の結果の一致率を算出し，
結果を表 17-1 に示した。 
 ⑬「名前以外の文字をいくつか読むことができますか」では，オ）かな文字１音の音読
課題，カ)-1 清音を含む短文の音読課題の 2 課題で 85.4%，85.1%と高い値を示し，その他，
カ)-2 濁音・半濁音を含む短文の音読課題とカ)-3 促音を含む短文の音読課題では
75.7%,70.0%，カ)-4 拗音を含む音読課題とカ)-5 助詞を含む短文の音読では 63.0%,66,4%
であった。 
 ⑭「濁音や拗音を含んだ文字があっても読むことができますか」では，カ)-2 濁音・半
濁音を含む短文の音読課題で 69.4%，カ)-4 拗音を含む短文の音読課題で 66.3%であった。 
 






関する上述の 6 課題の結果との一致率を算出し，表 17-2 に示した。 
 ⑬「名前以外の文字をいくつか読むことができますか」では，ア）mora 抽出課題，イ）
mora 抽出位置課題では 87.0%，82.7%であり，ウ)-1 単語音削除 2 モーラ課題とエ)-1 単




できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
380(91.3) 36(8.7) 284(68.3) 132(31.7)
オ）かな文字１音の音読課題 できる 338(81.3) 19( 4.6) 261(62.7) 96(23.1)
できない 42(10.1) 17( 4.1) 23( 5.5) 36( 8.7)
カ)-1 清音を含む短文の音読課題 できる 338(81.3) 20( 4.8) 263(63.2) 95(22.8)
できない 42(10.1) 16( 3.8) 21( 5.0) 37( 8.9)
できる 290(69.7) 11( 2.6) 229(55.0) 72(17.3)
できない 90(21.6) 25( 6.0) 55(13.2) 60(14.4)
カ)-3 促音を含む短文の音読課題 できる 265(63,7) 10( 2.4) 212(51.0) 63(15.1)
できない 115(27.7) 26( 6.3) 72(17.3) 69(16.6)
カ)-4 拗音を含む短文の音読課題 できる 232(55.8) 6( 1.4) 191(45.9) 47(11.3)
できない 148(35.6) 30( 7.2) 93(22.4) 85(20.4)
カ)-5 助詞を含む短文の音読課題 できる 247(59.4) 7( 1.7) 198(47.4) 56(13.5)




























24 名（全体の 5.8%）とした。その 24 名の保育所シートの結果を表 18 に個別検査の結果
を表 19 に示した。 







り 0 点であったものは，音韻意識の 3項目で 18 名（75%:24名中の割合），視知覚認知・
                                                   
27 -2 標準偏差 
  第 4 章の脚注と同様。 
N=416
できる できない できる できない
人（％） 人（％） 人（％） 人（％）
380(91.3) 36(8.7) 284(68.3) 132(31.7)
ア）mora抽出課題 できる 355(85.3) 29( 7.0) 269(64.6) 115(27.7)
できない  25( 6.0)  7( 1.7)  15( 3.6)  17( 4.1)
イ）mora抽出位置課題 できる 339(81.5) 31( 7.4) 259(62.3) 111(26.7)
できない  41( 9.9)  5( 1.2)  25( 6.0)  21( 5.0)
ウ)-1 単語音削除2モーラ課題 できる 298(71.6) 17( 4.1) 231(55.5)  84(20.2)
できない  82(19.7) 19( 4.6)  53(12.7)  48(11.5)
ウ)-2 単語音削除3モーラ課題 できる 298(71.6) 17( 4.1) 231(55.5)  84(20.2)
できない  82(19.7) 19( 4.6)  53(12.7)  48(11.5)
エ)-1 単語逆唱2モーラ課題 できる 298(71.6) 15( 3.6) 236(56.7)  77(18.5)
できない  82(19.7) 21( 5.1)  48(11.5)  55(13.2)
エ)-2 単語逆唱3モーラ課題 できる 298(71.6) 15( 3.6) 236(56.7)  77(18.5)


















視覚－運動能力の 5 項目で 9 名(37.5%)，自分の名前の読み書きの項目で 4 名(16.7%)，平
仮名の読みの項目で 19 名（79.2%）であった。さらに，「読み」の習得に関係する音韻意
識の 3項目と平仮名の読みの 2項目の計 5項目全て「できない・しない」という結果であ
ったのは，14 名（58.3%）であった。 
 次に，個別検査の結果では，24 名に共通する特徴はみられなかった。各課題では，音




であったものは 11 名（45.8%）であった。そして，音韻意識に関する 6 課題と読みに関す






識に関する 6 課題と読みに関する 6 課題で全問不正答であった。 
 二つめは,保育所シートの視知覚認知・視覚－運動能力の項目の得点が低く，かつ個別
検査の書きに関する課題の成績が低い，つまり「書き」に関する項目や課題の結果に落ち












 そして，上記の 3 つのタイプには当てはまらないものの，各タイプに類似した特徴を示
したものが見られた。「読み」に関する課題や項目の結果に落ち込みが見られたタイプと






 以上のように，保育所シートの合計点が平均より-2 標準偏差以下であった 24 名に注目
して分析した結果，「読み」の結果のみに落ち込みの特徴がある 1 名，「書き」の結果のみ
に落ち込みの特徴がある 3名，そして「読み書き」の両方に結果の落ち込みの特徴がある



























































12 男 右 0 0 0 0 1 0 0 0
61 女 右 0 0 0 0 0 0 0 0
75 男 右 0 0 0 0 1 0 0 0
85 男 右 0 0 0 0 0 0 0 0
101 女 右 0 0 0 0 1 0 0 0
121 男 右 0 0 1 0 1 0 0 0
127 女 右 0 0 0 0 1 1 0 0
132 男 右 0 0 0 0 0 0 0 0
134 男 右 0 0 0 0 0 0 0 0
142 男 右 0 0 0 0 1 0 0 0
156 男 右 0 0 1 0 0 0 0 0
166 男 右 0 0 1 0 1 0 0 0
177 男 右 0 0 0 0 0 0 0 0
205 男 右 0 0 0 0 1 1 0 0
213 女 右 0 0 0 0 1 1 0 0
435 男 右 0 0 1 0 1 0 0 0
491 女 右 0 0 0 0 0 0 0 0
498 女 右 0 0 0 0 0 0 0 0
535 男 左 0 0 0 0 0 0 0 0
543 男 右 0 0 0 0 1 0 0 0
557 男 右 0 0 1 0 1 1 0 0
560 男 右 0 0 1 0 1 0 0 0
565 男 右 0 0 0 0 0 0 1 1

























12 男 右 0 0 0 0 0 0 1
61 女 右 1 1 0 0 1 0 3
75 男 右 1 1 0 0 1 0 4
85 男 右 0 0 0 0 0 0 0
101 女 右 1 1 0 0 0 0 3
121 男 右 1 0 0 0 1 0 4
127 女 右 1 0 0 0 0 0 3
132 男 右 0 0 0 0 0 0 0
134 男 右 1 1 0 0 0 0 2
142 男 右 0 0 0 0 0 0 1
156 男 右 1 1 1 0 0 0 4
166 男 右 1 1 0 0 0 0 4
177 男 右 1 1 1 0 0 0 3
205 男 右 1 1 0 0 0 0 4
213 女 右 1 1 0 0 0 0 4
435 男 右 1 1 0 0 0 0 4
491 女 右 1 1 1 0 0 0 3
498 女 右 1 1 1 0 1 0 4
535 男 左 0 1 0 0 0 0 1
543 男 右 1 1 0 0 1 0 4
557 男 右 1 0 0 0 0 0 4
560 男 右 1 1 0 0 0 0 4
565 男 右 1 1 0 0 0 0 4



















































12 男 右 5 1 0 0 0 0 6 1 1 1 1 1
61 女 右 2 1 4 1 4 1 10 1 1 1 1 1
75 男 右 5 3 0 0 5 0 3 0 0 0 0 0
85 男 右 5 2 0 0 4 0 8 0 0 0 0 0
101 女 右 5 3 4 6 5 2 10 1 1 1 1 1
121 男 右 5 3 3 3 5 5 10 1 1 1 1 1
127 女 右 5 3 3 0 2 0 9 1 0 0 0 0
132 男 右 5 2 1 3 3 0 10 1 0 1 0 0
134 男 右 5 3 4 4 5 2 10 1 1 1 1 1
142 男 右 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
156 男 右 5 3 4 4 5 2 10 1 0 0 0 1
166 男 右 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
177 男 右 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
205 男 右 5 3 4 2 4 0 10 1 1 1 1 1
213 女 右 5 3 0 0 5 0 10 1 0 0 0 0
435 男 右 5 3 3 4 5 0 10 1 1 0 0 0
491 女 右 3 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0
498 女 右 2 0 3 2 0 0 8 0 0 0 0 0
535 男 左 5 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
543 男 右 5 3 0 0 5 0 10 1 1 0 0 1
557 男 右 5 3 4 0 5 4 8 0 0 0 0 0
560 男 右 4 2 4 4 4 0 10 1 1 1 0 0
565 男 右 5 3 4 2 5 0 9 0 0 0 0 0

















12 男 右 8 10 0 0 0
61 女 右 7 5 0 0 1
75 男 右 7 8 0 0 0
85 男 右 9 8 0 0 0
101 女 右 13 14 1 0 0
121 男 右 8 8 0 0 0
127 女 右 11 10 1 1 0
132 男 右 10 7 0 0 0
134 男 右 13 14 1 1 1
142 男 右 8 7 0 0 0
156 男 右 12 11 1 0 1
166 男 右 10 10 1 0 0
177 男 右 7 6 0 0 0
205 男 右 11 10 0 1 1
213 女 右 10 14 0 0 0
435 男 右 13 10 1 1 0
491 女 右 7 5 0 0 0
498 女 右 9 10 1 0 1
535 男 左 11 11 0 0 0
543 男 右 11 8 0 1 0
557 男 右 13 7 1 0 0
560 男 右 7 8 1 0 0
565 男 右 11 11 0 0 0























とすみやかに語を想起することができますか」と音韻意識に関する 6課題では 70%から 77%
であり，音韻意識に関する他の 2 項目に比し高い値を示した。④「日常の生活の中で目に
























ついては，逆唱 3モーラが獲得できるのは 6 歳前半である（原,2003）ことから，調査時点
では逆唱 3 モーラ課題は獲得途上にある子どもが含まれている可能性があるだろう。 
 次に，視知覚認知・視覚－運動能力の項目⑤「まねて菱形が描けますか」とコ）菱形の
模写課題との一致率は 69.2%で，個別検査の不正答は 139 名（33%）と三角形の模写の結果





















方，0 点は 2 名（0.5%）,1 点は 3 名（0.7%）であった。個別検査では各課題で成績にばら
つきが見られ，特に，発達過程において獲得の途上にある能力を測定する課題ウ)-2 単語












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第６章 年長時の読み書きの発達と小学 1 年生時の書きの習得に 























 対象は，A 県 B 市の公立小学校全 9 校の通常学級に在籍する小学 1 年生 331 名（男 152





 調査内容は，第 5 章（調査Ⅱ）で実施した観察・確認シートによる調査と小学 1 年生に






 第 5 章（調査Ⅱ）で作成した観察・確認シートを用いて，調査Ⅲの対象児に実施したも
のである。 










 実施時期は,201X＋2 年 7月である。 
 























第２節 結果  
１．ひらがな書字課題の結果 
ひらがな書字課題の評定は，辻井・藤田（2008）の調査で行われた分類を採用した。解




























                                                   
28 特殊音節 
  撥音，長音，促音，拗音は，特殊拍ともいわれる。促音自体は音節を構成せずに時間的なリズムの 
 単位となる（大伴・Hirayama,2007）ことからも，本来であれば，本文中でも特殊拍の語を用いるべき 














ないものは 0 点，7 つの誤り分類全てにおいて誤りがあったものは 7 点である。対象児の
誤りの総数の結果を図 28 に示す（M =.86,SD = .95）。誤りがない，つまり，全問正答であ
ったもの（0 点）は，145 名（全体の 43.8%）であった。7 つの誤り分類全てで誤りがみら
れたもの（7 点）はいなかった。誤りの総数が最も多かったのは,4つで 3 名（0.9%）が該




図 28 ひらがな書字課題 書字の誤りの総数 
具体的な誤り











 次に，ひらがな書字課題の各誤りと誤り総数の結果を表 24 に示した。最も多い誤りは，
C.特殊音節表記の誤りで 121 名（全体の 36.5%）に見られた。次いで，F.文字想起困難，
未記入の 66 名（20.0%）であった。A.鏡写文字は 4名（1.2%）,G.片仮名表記の誤りの 1名
（0.03%）と，誤りを示したものは少なかった。そして，誤り総数別では，誤り総数 4 つで
は，G.片仮名表記の誤り以外の誤り全てで誤りが見られた。誤り総数 3 つでは，A.鏡写文
字と G.片仮名表記の誤り以外の誤りがみられた。誤り総数 2 つでは，G．片仮名表記の誤
り以外の誤りがみられた。誤り総数が 1つでは，A～G の全ての誤りが該当した。誤りの総
数 3 つ 4 つでは，C.特殊音節表記の誤りがみられた。 
 





 年長時に実施した保育所シートの結果を図 29,表 25 に示す。 
 保育所シートの平均点は 10.7 点（SD = 3.1）であった。内訳は，14 点（満点）が 90 名
（27.2%）であった。一方，0 点が 1名（0.3%），１点が 2名（0.6%）であった。 
 
図 29 年長時の保育所シートの合計点分布 
N=331
誤りなし 誤りあり 誤りなし 誤りあり 誤りなし 誤りあり 誤りなし 誤りあり 誤りなし 誤りあり 誤りなし 誤りあり 誤りなし 誤りあり
327(98.8) 4(0.12) 310(93.7) 21(6.3) 210(63.4) 121(36.6) 300(99.6) 31(9.4) 288(87.0) 43(13.0) 266(80.4) 65(19.6) 330(99.7) 1(0.3)
人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%）
0 145(43.8)  145(43.8) 0 145(43.8) 0 145(43.8) 0 145(43.8) 0 145(43.8) 0 145(43.8) 0 145(43.8) 0
1 114(34.4) 113(34.1) 1( 0.3) 108(32.6) 6( 1.8)  54(16.3) 60(18.1) 106(32.0)  8( 2.4) 102(30.8) 12( 3.6)  88(26.5) 26( 7.9) 113(34.1) 1(0.3)
2  48(14.5)  46(13.9) 2( 9.6)  39(11.8) 9( 2.7)  11( 3.3) 37(11.2)  38(11.5) 10( 3.0)  30( 9.1) 18( 5.4)  28( 8.4) 20( 6.1)  48(14.5) 0
3  21( 6.3) 21( 6.3) 0   16( 4.8) 5( 1.5) 0 21( 6.3)  11( 3.3) 10( 3.0)  10( 3.0) 11( 3.3)   4( 1.2) 17( 5.1)  21( 6.3) 0


















 次に，年長時の保育所シートの 4 領域（音韻意識，視知覚認知・視覚－運動能力，自分
の名前の読み書き，平仮名の読み）の合計点を算出した（図 30,31,32,33）。 
 音韻意識に関する 3 項目では，174 名（52.6%）が全て「できる・する」（3点）であっ
たが，43 名（13%）は全て「できない・しない」（0 点）という結果であった（図 30）。視知
覚認知・視覚－運動能力に関する 5 項目では，115 名(34.7%)が全て「できる・する」（5 点）
で,9 名（2.7%）は 0 点であった（図 31）。自分の名前の読み書きに関する項目では，281 名
（84.9%）が全て「できる」（4 点）で，2 名（0.6%）が全て「できない」（0 点）であった
（図 32）。平仮名の読みに関する 2 項目では，74 名（52.6%）が「できる」（2点）であり，
69 名（20.8%）が「できない」（0点）という結果であった（図 33）。 
 これらの結果から，自分の名前の読み書きに関する 4 項目では，対象児の約 80%以上が
全項目で「できる・する」という結果であった。視知覚認知・視覚－運動能力に関する項
目全て「できない・しない」という結果であった対象児は 2.7％と少なかったのに対して，






①　階段等で「グリコ」などの音数遊びをしますか  215(65.0） 116(35.0)
②　3文字程のことばをさかさにして遊びますか 201(60.7) 130(39.3)
③　しりとりをするとすみやかに語を想起できますか 264(79.7)  67(20.2)
④　日常の生活で目にする文字に興味を持って書こうとしますか 259(78.2)  72(21.8)
⑤　まねて三角形が描けますか 310(93.7)  21(6.30)
⑥　まねて菱形が描けますか 213(64.4) 118(35.6)
⑦　左右がわかりますか 240(72.5)  91(27.5)
⑧　左右を間違えずにお遊戯ができますか 160(48.3) 171(51.7)
⑨　自分の名前を音読することができますか 327(98.8)   4(1.20)
⑩　自分の所有物など、文字を読んだだけで自分のものだとわかりますか 328(99.1)    3(0.90) 
⑪　自分の名前の中の文字をいくつか書くことができますか 291(87.9)  40(12.1)
⑫　自分の名前を正しくひらがなで書くことができますか 208(62.8) 123(37.2)





















 図 30 年長時の保育所シート合計点分布  図 31 年長時の保育所シート合計点分布 
     （音韻意識の 3項目）      （視知覚認知・視覚－運動能力の 5 項目） 
 
 
 図 32 年長時の保育所シート合計点分布  図 33 年長時の保育所シート合計点分布 





 ひらがな書字課題の誤り総数別に保育所シートの合計点及び 4 領域の合計点の平均を算
出した(表 26)。その結果，両者の間には負の相関が認められた（r =-.335, p＜.001）。さ





た 145 名（43.8%）の保育所シートの合計点の平均は 11.9 点（最高 14 点，最低 0点）であ
った。最も誤り数が多い 4つを示した 3 名では，9.6点（最高 14点，最低 7 点）であった。
保育所シートの各領域でも，ひらがな書字課題の誤り総数が多い，つまり誤りの種類が多
いほど，保育所シートの各領域の合計点の平均は低いことが示された。しかしながら，そ
の傾向は誤り総数が 4つと 3 つでは逆転していた。結果を見ると，誤り総数 3 つを示した
なかには，保育所シートの合計点で 0 点，1 点が各 1 名ずつおり，各領域では音韻意識に
97 
関する項目で 0 点が 9 名，視知覚認知・視覚－運動能力に関する項目で 0 点が 3 名，1 点
が 5 名，自分の名前の読み書きに関する項目で 0 点が 2 名，平仮名読みに関する項目で 0
点が 9名含まれていた。一方，誤り総数 4つの 3 名のうち，保育所シート合計点が満点で
あったものが 1 名いた。 
 




















                                                   
29 カイ二乗検定 











（M =10.7) （M = 2.1) （M = 3.6) （M =3.8) （M =1.3)
0 145(43.8) 11.9 2.3 4.0 3.9 1.6
1 114(34.4) 10.4 2.1 3.4 3.8 1.2
2  48(14.5) 9.2 1.5 3.1 3.5 1.0
3  21( 6.3) 8.1 1.3 2.5 3.4 0.1















































なし 327人 214(65.4) 113(34.6) 200(61.2) 127(38.8) 262(80.1)  65(19.9)
あり 4人   1(25.0)   3(75.0)   1(25.0)   3(75.0)   2(50.0)   2(50.0)
なし 310人 205(66.1) 105(33.9) 192(61.9) 118(38.1) 248(80.0)  62(20.0)
あり 21人  10(47.6)  11(52.4)   9(42.9)  12(57.1)  16(76.2)   5(23.8)
なし 210人 145(69.0)  65(31.0) 134(63.8)  76(36.2) 175(83.3)  35(16.7)
あり 121人  70(57.9)  51(42.1)  67(55.4)  54(44.6)  89(73.6)  32(26.4)
なし 300人 195(65.0) 105(35.0) 186(62.0) 114(38.0) 243(81.0)  57(19.0)
あり 31人  20(64.5)  11(35.5)  15(48.4)  16(51.6)  21(67.7)  10(32.3)
なし 290人 193(66.6)  97(33.4) 184(63.4) 106(36.6) 236(81.4)  54(16.3)
あり 41人  22(53.7)  19(46.3)  17(41.5)  24(58.5)  28(68.3)  13(31.7)
なし 265人 184(69.4)  81(30.6) 175(66.0)  90(34.0) 223(84.2)  42(15.8)
あり 66人  31(47.0)  35(53.0)  26(39.4)  40(60.6)  41(62.1)  25(37.9)
なし 330人 214(64.8) 116(35.2) 200(60.6) 130(39.4) 264(80.0)  66(20.0)
あり 1人  1(100.0) 0  1(100.0) 0 0  1(100.0)
































字，B.形態の誤り）の有無と保育所シートの視知覚認知・視覚－運動能力に関する 5 項目 
（④⑤⑥⑦⑧）の結果との関連について分析をした（表 28）。その結果，A.鏡写文字の誤 

























































なし 327人 256(78.3)  71(21.7) 306(93.6)  21( 6.4) 212(64.8) 115(34.2)
あり 4人   3(75.0)   1(25.0) 　 4(100) 0   1(25.0)   3(75.0)
なし 310人 248(80.0)  62(20.0) 290(93.5)  20( 6.5) 201(64.8) 109(35.2)
あり 21人  11(52.4)  10(47.6)  20(95.2)   1( 4.8)  12(57.1)   9(42.9)
なし 210人 176(83.8)  34(16.2) 201(95.7)   9( 4.3) 144(68.6)  66(31.4)
あり 121人  83(68.6)  38(31.4) 109(90.1)  12( 9.9)  69(57.0)  52(43.0)
なし 300人 237(79.0)  63(21.0) 281(93.7)  19( 0.3) 191(63.7) 109(36.3)
あり 31人  22(71.0)   9(29.0)  29(93.5)   2( 6.5)  22(71.0)   9(29.0)
なし 290人 231(79.7)  59(20.3) 275(94.8)  15( 5.2) 192(66.2)  98(33.8)
あり 41人  28(68.3)  13(31.7)  35(85.4)   6(14.6)  21(51.2)  20(48.8)
なし 265人 218(82.3)  47(17.7) 253(95.5)  12( 4.5) 182(68.7)  83(31.1)
あり 66人  41(62.1)  25(37.9)  57(86.4)   9(13.6)  31(47.0)  35(53.0)
なし 330人 258(78.2)  72(21.8) 309(93.6)  21( 6.4) 213(64.5) 117(53.5)














なし 327人 237(72.5)  90(27.5) 160(48.9)  167(51.1）
あり 4人   3(75.0)   1(25.0) 0    4(100)
なし 310人 229(73.9)  81(26.1) 153(49.4) 157(50.6)
あり 21人  11(52.4)  10(47.6)   7(33.3)  14(67.7)
なし 210人 165(78.6)  45(21.4) 113(53.8)  97(46.2)
あり 121人  75(62.0)  46(38.0)  47(38.8)  74(61.2)
なし 300人 225(75.0)  75(25.0) 147(49.0) 153(51.0)
あり 31人  15(48.4)  16(51.6)  13(41.9)  18(58.1)
なし 290人 215(74.1)  75(25.9) 142(49.0) 148(51.0)
あり 41人  25(61.0)  16(39.0)  18(43.9)  23(56.1)
なし 265人 204(77.0)  61(23.0) 136(51.3) 129(48.7)
あり 66人  36(54.5)  30(45.5)  24(36.4)  42(63.6)
なし 330人 239(72.4)  91(27.6) 159(48.2) 171(51.8)
あり 1人    1(100) 0    1(100) 0
*ｐ＜.05; **ｐ＜.01; ***ｐ＜.001













































の有無と保育所シートの自分の名前の読み書きに関する 4 項目（⑨⑩⑪⑫）の結果との関 
連について分析した（表 29）。 





































 保育所シートのひらがな読みに関する 2項目（⑬⑭）とひらがな書字課題の誤りの有無 








































なし 327人  323(98.8) 4( 1.2) 324(99.1)  3( 0.9) 287(87.8)  40(12.2) 206(63.0) 121(37.0)
あり 4人    4(100) 0    4(100) 0   4(100) 0   2(50.0)   2(50.0)
なし 310人 306(98.7) 4( 1.3) 307(99.0)  3( 1.0) 278(89.7)  32(10.3) 199(64.2) 111(35.8)
あり 21人   21(100) 0   21(100) 0  13(61.9)   8(38.1)  9(42.9)  12(57.1)
なし 210人  210(100) 0  210(100) 0 193(91.9)  17( 8.1) 143(68.1)  67(31.9)
あり 121人 117(96.7) 4( 3.3) 118(97.5)  3( 2.5)  98(81.0)  23(19.0)  65(53.7)  56(46.3)
なし 300人 296(98.7) 4( 0.3) 297(99.0)  3( 1.0) 263(87.7)  37(12.3) 188(62.7) 112(37.9)
あり 31人   31(100) 0   31(100) 0  28(90.3)   3( 9.7)  20(64.5)  11(35.5)
なし 290人 288(99.3) 2( 0.7) 289(99.7)   1( 0.3) 257(88.6)  33(11.4) 187(64.5) 103(35.5)
あり 41人  39(95.1) 2( 4.9)  39(95.1)   2( 4.9)  34(82.9)   7(17.1)  21(51.2)  20(48.8)
なし 265人  265(100) 0  265(100) 0 242(91.3)  23( 8.7) 179(67.5)  86(32.5)
あり 66人  62(93.9) 4( 6.1)  63(95.5)   3( 4.5)  49(74.2)  17(25.8)  29(43.9)  37(56.1)
なし 330人 326(98.8) 4( 1.2) 327(99.1)   3( 0.9) 290(87.9)  40(12.1) 208(63.0) 122(37.0)





* * n.s. n.s.
F.文字想起困難、
未記入



















D.音韻的誤り n.s. n.s. n.s. n.s.
n.s.
B.形態の誤り n.s. n.s. *** *
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なし 327人 303(92.7) 24( 7.3) 228(68.7) 99(30.3)
あり 4人    4(100) 0 0   4(100)
なし 310人 287(92.6) 23( 7.4) 218(70.3) 92(29.7)
あり 21人  20(95.2)  1( 4.8)  10(47.6) 11(52.4)
なし 210人 201(95.7)  9( 4.3) 158(75.2) 52(24.8)
あり 121人 106(87.6) 15(12.4)  70(57.9) 51(42.1)
なし 300人 279(93.0) 21( 7.0) 210(70.0) 90(30.0)
あり 31人  28(90.3)  3( 9.7)  18(58.1) 13(41.9)
なし 290人 271(93.4) 19( 6.6) 202(69.7) 88(30.3)
あり 41人  36(87.8)  5(12.2)  26(63.4) 15(36.6)
なし 265人 252(95.1) 13(34.9) 197(74.3) 68(25.7)
あり 66人  55(83.3) 11(16.7)  31(47.0) 35(53.0)
なし 330人 306(92.7) 24( 7.3) 227(68.8)   103(31.2)































3 名，読み書きの習得に困難を生じるリスクがある 2 名）であった。そのうち，調査Ⅲま
で追跡できたものは 4 名（書きの習得に困難を生じるリスクがある 2 名（No.85,491），読






 読み書きの習得に困難を生じるリスクがある 2 名は，ひらがな書字課題の結果で誤り総
数が 2つあるいは 1 つであり，保育所シートでは音韻意識と視知覚認知・視覚－運動能力，
平仮名読みの計 10 項目で「できない・しない」という結果で，かつ個別検査の読みと書き
に関する課題の成績が低い結果であった。No.177 は，保育所シートでは音韻意識の 3 項目
で 0 点であったが，調査Ⅲでは音韻意識に関係する C.特殊音節表記の誤りや D.音韻的誤
りは見られなかった。No,535 は，ひらがな書字課題では誤り総数は 2 つであった。この 2
名は，年長時の保育所シートや個別検査の結果ではリスクがある特徴を示したが，ひらが
な書字課題の結果書きの習得のリスクがある子どものような特徴は示さなかった。 
 次に，調査Ⅱで読み書きの習得に困難を生じるリスクの可能性がある 18 名のうち，調査
Ⅲまで追跡できた 12 名に注目した（表 33）。ひらがな書字課題の結果，誤りの種類で最も
多かったものは，C.特殊音節表記の誤りで 7 名（58.3%）が該当した。次いで，F.文字想起
困難・未記入が 6名（50.0%），B.形態の誤りが 2名（16.7%），D.音韻的誤りが 1名（0.83%）
であった。A.鏡写文字と G.平仮名表記の誤りは全員なかった。誤り総数では，総数 3つに







 読み　　　    　1名 →  読み　　　    　0名
 書き　　　  　　3名 →  書き　　　  　　2名





































85 男 右 0 0 1 0 1 1 0 3
177 男 右 0 0 0 0 0 1 0 1
491 女 右 0 0 1 1 0 1 0 3


























85 男 右 0 0 0 0 0 0 0 0
177 男 右 0 0 0 0 0 0 0 0
491 女 右 0 0 0 0 0 0 0 0

























85 男 右 0 0 0 0 0 0 0
177 男 右 1 1 0 1 0 0 3
491 女 右 1 1 0 1 0 0 3
























12 男 右 0 0 1 0 1 1 0 3
61 女 右 0 1 0 0 1 0 0 2
75 男 右 0 0 1 0 1 1 0 3
101 女 右 0 0 1 0 0 0 0 1
156 男 右 0 0 1 0 1 0 0 2
166 男 右 0 0 0 0 0 1 0 1
205 男 右 0 0 0 0 0 0 0 0
213 女 右 0 0 1 0 0 0 0 1
498 女 右 0 0 1 1 0 1 0 3
543 男 右 0 0 0 0 0 1 0 1
557 男 右 0 0 1 0 0 1 0 2



























12 男 右 0 0 0 0 1 0 0 0
61 女 右 0 0 0 0 0 0 0 0
75 男 右 0 0 0 0 1 0 0 0
101 女 右 0 0 0 0 1 0 0 0
156 男 右 0 0 1 0 0 0 0 0
166 男 右 0 0 1 0 1 0 0 0
205 男 右 0 0 0 0 1 1 0 0
213 女 右 0 0 0 0 1 1 0 0
498 女 右 0 0 0 0 0 0 0 0
543 男 右 0 0 0 0 1 0 0 0
557 男 右 0 0 1 0 1 1 0 0


























12 男 右 0 0 0 0 0 0 1
61 女 右 1 1 1 0 0 0 3
75 男 右 1 1 1 0 0 0 4
101 女 右 1 1 0 0 0 0 3
156 男 右 1 1 0 1 0 0 4
166 男 右 1 1 0 0 0 0 4
205 男 右 1 1 0 0 0 0 4
213 女 右 1 1 0 0 0 0 4
498 女 右 1 1 1 1 0 0 4
543 男 右 1 1 1 0 0 0 4
557 男 右 1 0 0 0 0 0 4























































































































 読み書きの習得に困難を生じる可能性がある子どもの追跡は，調査Ⅱで抽出された 24 名
（保育所シートの合計点の平均から-2標準偏差以下の子ども）のうち，調査Ⅲまで追跡で
きた 16 名を対象に分析した。 
 調査Ⅱで読み書きの習得に困難を生じるリスクがあるとして抽出された子どもは 6 名で
あり，そのうち 4名（書きの習得に困難を生じるリスクがある 2 名，読み書きの習得に困
難を生じるリスクがある 2名）が追跡できた。「書き」の習得に困難を生じるリスクがある
















 次に，調査Ⅱで読み書きの習得にリスクの可能性がある子ども 16 名のうち，調査Ⅲでは









た 4 名のうち，「書き」の習得にリスクがある 2名は，ひらがな書字課題でも特徴的な結果
を示し，就学後も「書き」の習得に困難を生じていたことが推察される。さらに，リスク




















































































































98 名中 4名（全体の 4.1%）が該当し，そのうち 2 名の結果に特徴が見られた。その特徴か





















調査Ⅰと同様の方法で保育所においても検討した。その結果，416 名中 24 名（全体の 5.8%）
が該当し，そのうち「読み」の結果のみに特徴がみられた 1 名と「書き」の結果のみに特
徴がみられた 3 名，「読み書き」に結果に特徴のある落ち込みがみられた 3 名の計 6 名（全
115 
体の 1.4%）が抽出された。6名の特徴から，それぞれ「読み」，「書き」，あるいは「読み書












 さらに，調査Ⅱで読み書きの習得に困難を生じるリスクがあるとして抽出された 6 名の
うち，小学 1 年生まで追跡できた 4 名に注目した。このうち，「書き」の習得にリスクがあ
るとして抽出された 2名は，ひらがな書字課題の結果でも特徴が見られた。このことから，
小学 1年生時点で「書き」に困難を生じていた子どもは，年長時点からリスクが継続して

































































































































American Psychiatric Association（2013）Diagnostic and Statistical Manual of  
 Mental Disorders Fifth edition, Text revision,Washington,D.C.日本語版用語監修, 
 高橋三郎,大野裕監訳,染矢俊之,神庭重信,尾崎紀夫,三村將,村井俊哉訳,(2014):DSM-5  
 精神疾患の診断・統計マニュアル.医学書院.p65-73. 
天野清（1970）：語の音韻構造の分析行為の形成とかな文字の読み学習,心理学研究.18,  
  76-89. 
天野清（1986）：子どものかな文字の習得過程.秋山書店,p.84-86,479,488. 
天野清（2006）：学習障害の予防教育への探求.中央大学出版部.Colenbrander, D.,  
 Ricketts, J., & Breadmore, H. L. (2018). Early Identification of Dyslexia:  
 Understanding the Issues. Language, Speech, and Hearing Services in Schools,  
 p49,817–828. 
Colenbrander, D., Ricketts, J., & Breadmore, H. L. (2018). Early Identification  
 of Dyslexia: Understanding the Issues. Language, Speech, and Hearing Services  







Frostig,M.(1961):The Frostig Developmental Test of Visual Perception. Palo  
















 る認知機能についての検討－発達性 dyslexia 評価のための基礎的研究－.音声言語医 
 学,54,263-270. 
日高希美,橋本創一,大伴潔（2007）:健常幼児と発達障害児の音韻意識の発達過程と文字獲 
 得との関連性について.東京学芸大学紀要,総合教育科学系 58,405-413. 
樋口和彦（2014）：読み障害における聴覚的処理の問題.生涯発達心理学研究,6,49-60. 
本田秀夫（2016）：発達障害の早期発見・早期療育・親支援.第 1章早期発見・早期療育・ 
  親支援はなぜ重要なのか.金子書房,p3. 
本郷一夫編（2008）：子どもの理解と支援のための発達アセスメント.第 1 章発達アセスメ 
 ントと支援,有斐閣.p1-3. 
今井靖親（1980）：幼児における文字の弁別と読みと模写.奈良教育大学紀要,29,219-228. 
稲垣真澄（2015）：臨床診断の実際,第 56 回日本小児神経学会学術集会,シンポジウム 2： 
 発達性読み書き障害(dyslexia)診断と治療の進歩：医療からのアプローチ.47,187-193. 
Justice, L. M., & Pullen, P. C. (2003) :Promising Interventions for Promoting 
 Emergent Literacy Skills: Three Evidence-Based Approaches. Topics in Early 


























 する研究. 厚生労働科学研究費補助金.子ども家庭総合研究事業「軽度発達障害児の発見 
 と対応システムおよびそのマニュアル開発に関する研究（H16-子ども-019）（主任研究 
 者：小枝達也）.第一章,第三章. 
 https://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/boshi-hoken07/（2021 年 5 月 30 日閲覧） 
厚生労働省(2018）：「発達障害(読み書き障害，チック，吃音，不器用)の特性に気づく 
 チェックリストマニュアルの作成に関する調査」原惠子,北洋輔.平成 30 年度障害者 
 総合福祉推進事業（事業とりまとめ者:稲垣真澄）.p4-6,23-32. 
久保田正人（1970）：図形模写能力の発達に関する一考察.教育心理学研究,18,57-64. 
Lisa A.Kurtz(2008):Understanding motor skills in children with dyspraxia, ADHD,  






























大伴潔,林安紀子,橋本創一他編者(2005):言語・コミュニケーションスケール LC スケール 
 （Language Communication Scale）.山海堂. 
大伴潔,Monica HIRAYAMA(2007)：特殊拍書字の困難と音韻意識との関連.東京学芸大学教 
 育実践研究支援センター紀要,第 3集,93-100. 
大石敬子,斎藤佐和子（1999）：言語発達障害における音韻の問題：読み書き障がいの場 












Shaywitz,S（2003）：Overcoming Dyslexia：a new and complete science-based program  
 for reading problems at any level.A.A.Knopf, Random House.(加藤醇子監修,藤田あ 
 きよ訳,2006:『読み書き障害（ディスレクシア）のすべて－頭はいいのに，本が読めな 
 い』,PHP 研究所.p106-114,145-147. 
柴崎正行（1987）：幼児は平仮名をいかにして覚えるか.別冊発達 6,保育の科学,187-199. 
島村直己,三神廣子(1994)：幼児のひらがなの習得―国立国語研究所の 1967 年の調査との 
 比較を通して―.教育心理学究,42,70-76. 
しおみとしゆき（1986）：幼児の文字教育.大月書店,p178-193. 
汐田まどか,小枝達也,竹下研三（1995）：学習障害児の実態に関する研究（第 1 報）：学習 
 障害児診断のためのスクリーニング・テスト（PRS）と WISC-R による学習障害 2軸診断. 
 脳と発達,27,455-460. 
Snowling,M,J.(2019):DYSLEXIA A Very Short Introduction.OXFORD UNIVERSITY PRESS. 
 p93,110,111. 






















The ICD-10 Classification of Mental and Behavioural Disorders: Clinical  
 descriptions and diagnositc guidelines.融 道男,中根よし文,小宮山実監訳, 
 （1993）：ICD-10 精神および行動の障害―臨床記述と診断ガイドライン－.医学書院,  









 診断・治療法の開発に関する研究（主任研究者：奥山眞紀子）平成 19－21年度総合研究 
 報告書（総括・分担）,p119-128,177-180. 
東俣淳子,若子理恵,髙橋脩（2013）：学習障がい児の早期発見への気づきに関する研究. 






 治療法と治療効果の研究（主任研究者：宇野彰）平成 14 年度総括研究報告書.p407-420.  
Whitehurst, G. J., & Lonigan, C. J. (1998). Child development and emergent  






































表 1  読字率・書字率の月齢発達（71 文字） 
表 2-1 就学前の読み書きに関するアセスメント（保育者等が行う行動観察によるアセス 
    メント） 
表 2-2  就学前の読み書きに関するアセスメント（専門家が行う個別検査によるアセス 
    メント） 
表 2-3  就学前の読み書きに関するアセスメント（保育者・保護者と専門家が行う 5 歳児 
    健診におけるスクリーニングによるアセスメント） 
表 3  観察・確認シート 
表 4  幼稚園シートの結果 
表 5  幼稚園シートと個別検査の結果との関連（音韻意識） 
表 6  幼稚園シ―トと個別検査の結果との関連（視知覚認知・視覚－運動能力） 
表 7-1 幼稚園シ―トと個別検査の結果との関連（自分の名前の読み書き） 
表 7-2 幼稚園シ―トと個別検査の結果との関連（自分の名前の読みと音韻意識） 
表 7-3 幼稚園シ―トと個別検査の結果との関連（自分の名前の読みと短文音読） 
表 7-4 幼稚園シ―トと個別検査の結果との関連（自分の名前の書きと視知覚認知） 
表 8-1 幼稚園シ―トと個別検査の結果との関連（平仮名の読みと短文の音読） 
表 8-2 幼稚園シ―トと個別検査の結果との関連（平仮名の読みと音韻意識） 
表 9  幼稚園シート合計が低得点であった 4名の結果 
表 10  幼稚園シート合計が低得点であった 4名の個別検査の結果 
表 11  幼稚園シートと個別検査の結果の比較 
表 12  保育所シート 
表 13  保育所シートの結果 
表 14  保育所シートと個別検査の結果との関連（音韻意識） 
表 15-1 保育所シートと個別検査の結果との関連（視知覚認知，視覚-運動能力） 
表 15-2 保育所シートと個別検査の結果との関連（視知覚認知，視覚-運動能力） 
表 16-1 保育所シートと個別検査との関連（自分の名前の読み書き） 
表 16-2 保育所シートと個別検査との関連（自分の名前の読みと音韻意識） 
表 16-3 保育所シートと個別検査との関連（自分の名前の読みと短文音読） 
表 16-4 保育所シートと個別検査との関連（自分の名前の書き） 
表 17-1 保育所シートと個別検査との関連（平仮名の読みと短文音読） 
表 17-2 保育所シートと個別検査との関連（平仮名の読みと音韻意識） 




     結果 
表 19  保育所シートで平均得点より-2 標準偏差以下であった 24 名の個別検査の結果 
表 20-1 保育所シートと個別検査の結果との関連 
表 20-2  保育所シートと個別検査の結果との関連 
表 21  観察・確認シートの結果のまとめ 
表 22  ひらがな書字課題 
表 23  ひらがな書字課題 書字の誤りの分類と具体的な誤り 
表 24  ひらがな書字課題 誤り総数と各誤りの結果 
表 25  年長時の保育所シートの結果 
表 26  ひらがな書字課題の誤り総数と保育所シートの合計点の結果 
表 27  年長時の保育所シートの結果とひらがな書字課題の誤りの有無との関連（音韻 
     意識） 
表 28  年長時の保育所シートの結果とひらがな書字課題の誤りの有無との関連（視知 
     覚認知・視覚－運動能） 
表 29  年長時の保育所シートの結果とひらがな書字課題の誤りの有無との関連（自分 
     の名前の読み書き） 
表 30  年長時の保育所シートの結果とひらがな書字課題の誤りの有無との関連（平仮 
     名の読み） 
表 31  読み書きの習得に困難を生じる可能性がある子どもの追跡結果 
表 32  調査Ⅱで読み書きの習得に困難を生じるリスクがあるとして抽出された 4 名の 
     ひらがな書字課題と保育所シートの結果 
表 33  調査Ⅱで読み書きの習得に困難を生じる可能性があるとして抽出された 12名の 




図 1  71 文字の範囲での読字数の分布（全体）  
図 2  71 文字の範囲での書字数の分布（全体） 
図 3  幼稚園シート合計点分布 
図 4  幼稚園シート合計点の結果（音韻意識 3 項目） 
図 5  幼稚園シート合計点の結果（視知覚認知・視覚－運動能力 3 項目） 
図 6  幼稚園シート合計点の結果（自分の名前の読み書き 4項目） 
図 7  幼稚園シート合計点の結果（平仮名読み 2項目） 
図 8  幼稚園個別検査 ア)mora 抽出課題正答合計数 




図 10-1 幼稚園個別調査 ウ)-1 単語音削除 2 モーラ課題正答合計数 
図 10-2 幼稚園個別調査 ウ)-2 単語音削除 3 モーラ課題正答合計数 
図 11-1 幼稚園個別調査 エ)-1 単語逆唱 2モーラ課題正答合計数 
図 11-2 幼稚園個別調査 エ)-2 単語逆唱 3モーラ課題正答合計数 
図 12  幼稚園個別調査 短文音読課題の正答数 
図 13  幼稚園個別調査 ケ)三角形の模写,コ)菱形の模写,サ)名前の書字課題の結果 
図 14-1 幼稚園個別検査 フロスティッグ視知覚発達検査 キ）Ⅳ.空間における位置 
     の結果 
図 14-2 幼稚園個別検査 フロスティッグ視知覚発達検査 ク）Ⅴ.空間関係の結果 
図 15  保育所シート合計点分布 
図 16  保育所シート合計点の結果（音韻意識に関する 3 項目） 
図 17  保育所シート合計点の結果（視知覚認知・視覚－運動能力 5 項目） 
図 18  保育所シート合計点の結果（自分の名前の読み書き 4項目） 
図 19  保育所シート合計点の結果（平仮名読み 2項目） 
図 20  保育所個別検査 ア)mora 抽出課題正答合計数 
図 21  保育所個別調査 イ)mora 抽出位置課題正答合計数 
図 22-1 保育所個別調査 ウ)-1 単語音削除 2 モーラ課題正答合計数 
図 22-2 保育所個別調査 ウ)-2 単語音削除 3 モーラ課題正答合計数 
図 23-1 保育所個別調査 エ)-1 単語逆唱 2モーラ課題正答合計数 
図 23-2 保育所個別調査 エ)-2 単語逆唱 3モーラ課題正答合計数 
図 24   保育所個別検査 ひらがな１文字の音読合計正答数 
図 25   保育所個別検査 短文の音読課題の結果 
図 26   保育所個別検査 ケ)三角形の模写,コ)菱形の模写,サ)名前の書字課題の結果 
図 27-1 保育所個別検査 フロスティッグ視知覚発達検査 キ）Ⅳ．空間における位置 
     の結果 
図 27-2  保育所個別検査 フロスティッグ視知覚発達検査 ク）Ⅴ．空間関係の結果 
図 28   ひらがな書字課題 書字の誤りの総数 
図 29  年長時の保育所シートの合計点分布 
図 30  年長時の保育所シート合計点分布（音韻意識 3項目） 
図 31  年長時の保育所シート合計点分布（視知覚認知，視覚－運動能力 5項目） 
図 32  年長時の保育所シート合計点分布（自分の名前の読み書き 4 項目） 





















































 A 県 B 市の全保育所と一部の私立幼稚園の年長児全員である。 
（２）方法 
 読み書きレディネス検査を対象児１人ひとりに対して個別に実施する。各園の静か






































  2 モーラの単語を 4 課題，3 モーラの単語を 6課題の計 10課題である。設定した 
 単語は，原(2003）の先行研究を参考として，設定した単語やモーラ数は６歳前半で 
 通過可能とされる 2モーラ，3 モーラを設定した。 
②手続き 
  課題単語を聴覚提示後，対象児に課題単語を復唱させた後，その中から目標音を 











  2 モーラの単語を 5 課題，3 モーラの単語を 5課題の計 10課題とした。設定した 
 単語は，原(2003）の先行研究を参考として，設定した単語や，モーラ数は 5 歳後半 
 で獲得される 2 モーラと，6 歳前半で獲得される 3 モーラを設定した。 
②手続き 








  実施者は，対象児が復唱した直後から復唱が終了するまでの反応時間をストップ 
 ウォッチにて測定した。値は小数点第 1 位まで記載し，第 2位は切り捨てとした。 
③評価方法 








 かな文字１音（母音 5 つを含む清音の計 10 個）の音読を求めた。 
②手続き 
  A4 用紙に，「あんうねほつきおいえ」の 10 文字を 2 段にわけランダムに配置し， 
 対象児に音読を実施した。 






  短文の音読は，清音のみからなる 3 文節，拗音と促音を含む 3 文節，濁音・半濁 
 音と助詞を含む 3 文節の 3文から構成される。助詞「は」を/wa/と音読が可能でる 
 かを評価する。 
②手続き 
  A4 用紙に，以下の 3文を配置し，対象児に音読を求めた。 
 「あおい くるまに のる」 
 「ちょうちょを とって きた」 
 「ぱんだは ど うぶつえんに います」 
③評価方法 




  なお，本課題は，音読の正確性の評価であり，流暢性は評価していない。 
 
３）書きに関する課題 




  空間認知や文字を模写する力を把握する課題として有効であるとする三塚（1994） 
 の研究を参考にして，フロスティッグ視知覚発達検査の検査『Ⅳ．空間における位 










  キ．空間における位置と同様，三塚（1994）の先行研究を参考にしてフロスティ 
 ッグ視知覚発達検査の検査『Ⅴ．空間関係』のうち知覚年齢（PA)算出に関して，5 
 歳以上で可能な 5，6，7 の 3 題を設定し実施した。空間関係課題は，左側に書かれ  
 ている模範の線と同じ線を，右側に模写する検査である。 
②手続き 
  対象児に見本となる課題を指して，「これと同じものを右側に描いて下さい」と求 
 めた。 
③評価方法 
  フロスティッグ視知覚発達検査のマニュアルの正答基準に従い，可否を記載した。 
ケ）三角形の模写 
①内容 
  田中ビネー知能検査の三角形の模写の通過基準は 5 歳である。それを基に図形模 
 写能力を把握する。 
②手続き 








  田中ビネー知能検査の菱形の模写の通過基準は 6歳前半である。それを基に図形 
 模写能力を把握する。 
②手続き 
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